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公益財団法人舞鶴文化教育財団 

平成２４年度事業計画書 
 

１．児童青少年育成事業 

   児童青少年育成事業とは、こども文化劇場の開催など文化活動を通じた児童又は青

少年の健全な育成を目的とするものである。 

 

（１）こども文化劇場の開催 

こども文化劇場とは、舞鶴では、生の演劇に触れる事が少ないので、親子で優れた 

演劇を観てもらって、夢と感動を与え、人間の生き方を考える機会にしたい。 

＜第２０回こども文化劇場＞ 

開催日     平成２４年８月上旬予定 

場所      舞鶴市総合文化会館 

共催者     舞鶴子ども育成支援協会 

出演者     すわらじ劇園 

演目      だめだめ・三人どろぼう 予定 

来場者数    約１６００人 予定 

来場対象者   幼児・小学生・父兄など 

参加料     無料 

開催案内方法  舞鶴市内の公民館と図書館及び子育て支援センターに、ポスター

とチラシと入場整理券を配布する。 

        商業施設のインフォメーションボードにポスターを貼る。 

（２）生活文化向上作品展 

生活文化向上作品展とは、夢と希望のある作品を制作し、出品できる機会を作り、

生活文化の向上に寄与する。今年度も小学校の夏期の自由研究の形で提出される科

学作品展を、更に発展させるために、努力・アイディアの観点から選出し、多くの

人が集まる大型店で展示したい。子供達に大きな夢と希望を持って、科学の探求や

生活文化の向上に取り組んで欲しい。 

＜第１６回小学校生活文化向上作品展の開催＞ 

開催日      平成２４年９月中旬 予定 

場所       駅前の大型商業施設「らぽーる」１階 セントラルコート 

出品作品数    ４５点前後の予定 

出品対象者    舞鶴市内の小学校児童 

出品作品募集方法 舞鶴市小学校教育研究会・舞鶴市内の小学校の協力を得て、科

学作品展に出品されている作品から、選定する。 
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出品作品選定方法 小学校の科学作品展に行き、選ぶ。 

選定委員     （公財）舞鶴文化教育財団の理事予定 

テーマ      「科学研究や生活文化の向上に、アイディアや努力を持って、

取り組む姿勢」 

来場者人数    約１５００人予定 

来場対象者    幼児からお年寄りまで 

参加料      無料 

開催案内方法   舞鶴市内の小学校校長先生及び選出された保護者に案内文を送

付する。 

   記念品      出品してくれた児童にだす予定 

（３）文化興隆事業 

    文化興隆事業とは、日本の良き文化を継承し、発展していくために実施する。 

    ＜第１４回小学生書き初め展＞ 

    開催日      平成２５年１月中旬予定 

    場所       「らぽーる」１階 セントラルコート 

    出品作品数     約１００点まで 

    出品対象者    舞鶴市内の小学校児童  

    出品作品募集方法 舞鶴市内の小学校に順番に依頼しており、今年度は西舞鶴の

市立小学校の予定である。 

    出品作品選定方法 選定するのではなく、学年全体で出品してもらう。 

    テーマ      新年にふさわしい言葉 

    来場者数     約６００人予定 

    来場対象者    小学生からお年寄りまで 

参加料      無料 

開催案内方法   作品を出品してもらっている小学校に文書で案内する。 

記念品      出品してくれた児童に出す予定。 

 

２．教育、スポーツ、文化活動事業 

   教育、スポーツ、文化活動事業とは、教育、スポーツ、文化活動を通じて国民の心

身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を涵養することを目的とする事業である。 

 

（１）教育関係事業 

    教育関係事業とは、教育機関の教育環境の向上・充実及び指導者の技量の向上、 

研究を助成する。また、当財団が主催する文化的教室などを通して、市民の心身の 

健全な発達に寄与し、豊かな人間性を育成する。 
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① 教育研究の助成事業 

教育研究の助成とは、舞鶴市に設立されている幼稚園、小学校、中学校、高等   

学校、国立高等専門学校、海上保安学校などにおいて、幼少期から青年期までの心 

身の発達と教育効果の高揚を期するため、教育関係の個人及び団体に対し、一層の 

研究の推進を図る。 

・助成先の選定方法 

応募者は定められた書式により、書類を提出する。 

選定委員は理事会で選出し、選定委員２名と当財団理事長で協議して決定する。 

・助成先の募集方法      ＨＰ上で基準公開の上、公募する。 

               各校長会に出席して、説明する。 

・助成金額          １研究につき、３０万円以下とする。 

② 舞鶴市中学校英語祭助成事業 

 舞鶴市中学校英語祭助成とは、主催は舞鶴市中学校教育研究会で、舞鶴市教育委 

員会と共催で実施している。舞鶴市内８中学校の各学年代表による、英語・スピー 

チコンテストを実施することにより、国際化時代に対応する英語力の育成を図る。 

＜第２８回舞鶴市中学校英語祭(ＯEF)＞ 

開催日        平成２４年１１下旬予定 

場所         未定 

主催         舞鶴市中学校教育研究会 

共催         舞鶴市教育委員会・舞鶴文化教育財団 

対象者        舞鶴市内の中学校７校 

 

      商品   入賞商品    楯  ６名   予定 

           参加賞       ３０名（参加者と受付などスタッフ）予定  

③ 文化・体育教室の開催 

  ＜ペーパークラフト教室＞ 

開催日       平成２４年の秋 予定 

場所        未定 

対象者       小学３年生から小学６年生の予定 

時間        ２時間程度   

講習代       １０００円まで 

講師        アート＆クラフトＤＵＯ本部 

スクラップブッキング・インストラクター 資格者 

 

（２）文化教育等団体への助成事業 

   文化教育等団体への助成事業とは、文化、教育、スポーツ活動を行う団体への助成
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活動を通じて、市民の心身の健全な発達に寄与し、又は人間性を涵養することを目的

とする事業である。 

① ちびっこソフトボール大会助成 

チビッコソフトボール大会への助成とは、主催は舞鶴市ＰＴＡ連絡協議会・社団  

 法人舞鶴青年会議所で、地域における協働・連携の推進・青少年健全育成を目的に 

開催されている。舞鶴市内の小学生が、各町内を代表して１つの小学校から１～２

チーム出場し、トーナメント形式で勝敗を決める。同時に絵画も募集し、大会当日

優秀作品も展示されている。大会運営費や記念品を贈呈している。 

＜第４１回市長旗チビッコソフトボール大会＞ 

開催日      平成２４年８月中旬 予定 

場所       東舞鶴運動公園（陸上競技） 予定 

援助       チビッコソフトボール大会の運営費・ポスターコンクー 

ルの記念品等 

参加チーム    ３２チーム 予定 

優勝チーム    Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄゾーン各１チーム  

来場者数     約５００人 くらい 

② 体育協会その他団体助成 

体育協会その他団体への助成とは、一般社会において、法人・団体・組合などで

組織活動を行う場合は、組織の範囲内で活動・運営することが当然であるが、新規

事業を行う場合等に、資金不足に陥る事がある。そこで、外部からの援助を行う事

により、活動が広がり社会貢献に繫がっていく。    

   ・ 助成先の選定方法 

応募者は、組織の目的・規約・活動内容などを提出する。又、助成対象となる事 

業の計画書及び、報告書などを提出する。 

  ・助成先の募集方法 

  ＨＰ上で基準公開の上、公募する。 

  舞鶴市文化協会・舞鶴市スポーツ協会・スポーツ少年団などの会合で説明する。 

・ 助成選定方法 

     理事会にて決定する。 

  ・ 助成金額 

    一件あたり 20万円以下とする。 

③ 教育機関への助成事業 

海上保安学校助成 

海上保安学校助成とは、日本でただ一つの海上保安学校は舞鶴の誇りであり、海

国日本の海上交通安全や、海上警備のために、大きな役割を果たす海上保安官を養

成している。この重要任務を担われている海上保安学校に対して、地元から声援を
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送りたいと、不足している図書・教材・楽器などの教育備品の拡充の支援を行なっ

てきた。今年度は教育備品の拡充及び教育環境の整備・充実を支援したい。 

＜海上保安学校に図書・教材・楽器などの教育備品の寄贈及び教育環境の整備・

充実に関する事業を支援する＞ 

寄贈品      図書・楽器・楽器修理費用など 予定 

   講演会・講習会・技術指導などの助成  予定 

 

学校法人聖ヨゼフ学園 日星高等学校助成 

    舞鶴市内にある唯一の私立の高等学校であり、第二次世界大戦後の混迷期から、 

一貫して女子生徒の情操や道徳面の教育に力点をおき、大きな成果を上げて来ら 

れた。更に男女共学になり、高等看護専門コースも併設され、広範な教育推進に 

専念されている。これまでも、図書やベッドなどの備品拡充に協力してきた。 

＜音楽クラブ楽器購入支援＞ 

平成２２年度から３年計画で楽器の寄贈を実施している。学校の野球の応援 

や発表の活動と舞鶴市内の行事やなどに参加している。 

    平成２３年度にテナーサックス・ハーモニーディレクターなどを、寄贈したが、 

クラブ活動をするのに十分ではないので、今年度最後の助成をする予定である。 

  ④ 音楽関係助成 

     音楽関係助成とは、音楽活動を通じて、舞鶴市民の心身の健全な発達に寄与し、

豊かな人間性を涵養することを目的とし、音楽活動を行なう団体及び舞鶴市に設

立されている幼稚園、小学校、中学校、高等学校、国立高等専門学校、ポリテク

カレッジなどのクラブ活動に助成するものである。 

 

（３）スポーツ活動事業 

   スポーツ活動事業とは、市民の心身の健全な発達に寄与し、又は人間性を涵養する

ことを目的とする事業である。 

① 体育振興事業 

    体育振興事業とは、身体を動かすことによって、市民の心身の健全な発達に寄与

する。 

      ＜健康体操教室の開催＞ 

    指導員   公益財団法人日本スポーツクラブ協会公認 

                  中高老年期運動指導士 資格者 

開催日   毎月５回（各老人ホームで月１回実施する）以上 予定   

 場所    特別養護老人ホーム安寿苑とデイサービス 

       特別養護老人ホームグリーンプラザ博愛苑とケアハウス 

       舞鶴市立安岡園 
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      グループホーム・新しい老人ホームなどに行く 予定 

参加人数  各教室で約１０人予定 

 

３．文化財保護事業 

文化財保護事業とは、舞鶴市に係わる文化財の保護事業を通して、文化の発展に寄与

する。 

神崎ホフマン窯保存活用事業 

現在、ホフマン窯は日本に４箇所残っているだけであり、神崎ホフマン窯は国の登

録文化財に登録されており、また、数年前「建造物の近代化に貢献した赤煉瓦生産の

歩みを物語る近代化産業遺産」として、認定された。この様に全国的にも貴重な近代

化遺産、神崎ホフマン窯を保存し、後世に引き継いでいきたい。 

平成２２年度にホフマン窯の修復工事を見通して、窯の構造と現時点での破損状態 

等の調査が終了し、昨年の１０月下旬に管理団体として指定を受け、昨年度文化庁か

ら補助金を受ける通知が届いた。 

第６回ホフマン窯保存・修理委員会を１月に開催し、昨年度と今年度で、窯の周辺の 

基礎工事と窯の上の覆いやと、窯の一部を修復する工事を実施する予定である。また、 

神崎ホフマン窯の周辺環境・交通の便利性など、総合的に考慮する必要があるの 

で、国・京都府・舞鶴市などの関係諸機関と協議を続けていく。 

＜当期の活動予定＞ 

（１） 神崎煉瓦ホフマン輪窯の保存計画の中で、補修工事を実施す

る予定である。 

          （２）各機関の専門者会議を実施する予定である。 

  

４．国際交流事業 

国際交流関係事業とは、外国の風土や文化を理解することにより、国際感覚を養い、 

外国人・留学生など、地域で生活している人が増えている現状の中で、外国人と市民 

が直接、交流できる場を提供する。 

 

（１） 国際交流事業の助成 

     この事業は、京都府民が係る非営利を目的とする団体等が実施するイ）青少年児 

    童交流促進に関する事業ロ）文化交流事業ハ）留学生等外国人府民支援事業ニ）

海外に対する協力事業ホ）その他市民レベルの国際交流事業で助成の効果が期待 

できる事業などの各種交流事業に助成することで、舞鶴市民の国際交流活動を活 

性化させ、市民レベルの国際交流活動を育成・奨励するために行なわれる。また 

当該団体等が助成対象事業を確実に遂行できる見込みがあることを要する。助成 

金は、1事業６０万円以下とし、施設費、備品購入費は 1事業１４０万円以下とす
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る。 

応募方法及び選考基準等は当財団ホームページで公開する。 

（２）まいづる留学生交流会 

    舞鶴市及び近郊の留学生と舞鶴市内の学生との交流の場を提供し、お互いの文

化・個性に触れることによって、心豊かな国際人を育て、個性を深める。 

    ＜第１１回まいづる留学生交流会＞ 

    開催日       平成２４年７月頃予定 

    内容        日本の伝統的なものに触れる体験行事を予定している。 

    参加者       国立舞鶴工業高等専門学校・京都府立東舞鶴高等学校・ 

              京都府立西舞鶴高等学校・学校法人聖ヨゼフ学園日星高等 

学校・海上保安学校などを予定している。 

（３）国際児童画展の開催 

言葉では表せないものが、絵には自然と表れるので、絵を描いたり、見ることに

よって、自分の町を知り、また他国の違い、共通点を見つけて視野を広げて欲しい。 

＜第４回国際児童画展＞ 

開催日       平成２５年３月予定 

開催場所      「らぽーる」１階 セントラルコート 

絵画の集め方    外国の絵画と舞鶴市内の幼稚園などに依頼して展示する 

予定である。 

来場者数      約５００人位を予定 

来場対象者     幼児からお年寄りまで 

参加料       無料 

開催案内      各新聞社にＦＡＸを送信する・出展依頼をした幼稚園など 

 に案内を出す。  

以上 


